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中
小
企
業
庁
は
、
平
成
十
四

年
度
の
重
点
施
策
を
ま
と
め
て

実
施
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

そ
の
重
点
項
目
は
、
①
取
引

先
企
業
や
取
引
先
金
融
機
関
の

破
綻
な
ど
に
よ
り
、
や
る
気
と

能
力
の
あ
る
中
小
企
業
ま
で
が
連
鎖
的
に
破
綻
す
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
、
金
融
面
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
安

全
網
）
に
万
全
を
期
し
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
を
図
る

た
め
中
小
企
業
金
融
対
策
の
充
実
②
年
間
十
八
万
社
規
模

の
創
業
を
五
年
間
で
倍
増
す
る

目
標
達
成
を
目
指
し
て
、創
業
資

金
調
達
の
支
援
充
実
、ヒ
ト
づ
く

り
支
援
の
拡
充
、産
学
官
連
携
事

業
の
展
開
な
ど
創
業
支
援
の
大

幅
拡
充
③
新
事
業
に
挑
戦
す
る

経
営
革
新
を
強
力
に
支
援
す
る

た
め
、
人
材
育
成
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
支
援
、

技
術
開
発
・
事
業
化
な
ど
の
支
援
策
拡
充
④
地
域
経
済
再
生

の
た
め
中
心
市
街
地
・
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援－

の
四
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
の
重
点
施
策
は
、
開
業
率
が
廃
業
率
を
下
回
る
状
況
が

続
き
、
経
済
の
新
陳
代
謝
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
重

視
し
、
構
造
改
革
後
の
わ
が
国
経
済
社
会
発
展
の
基
盤
と
な

る
中
小
企
業
の
新
た
な
展
望
を
開
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
。
対
応
す
る
予
算
措
置
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
【
中
小
企
業
金
融
の
充
実
】　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
・

（１）

貸
付
制
度
の
充
実
＝
金
融
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
資
金
繰

り
難
を
き
た
し
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
商
工
中
金
の
貸

付
制
度
に
つ
い
て
、
三
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
無
担
保
貸
付

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
制
度
の
拡
充
を
図
っ
た　

売
掛
債

（２）

権
担
保
融
資
保
証
制
度
の
積
極
的
活
用
＝
同
制
度
の
利
用

拡
大
を
強
力
に
推
進
す
る
。

　
【
創
業
の
促
進
】　

創
業
資
金
調
達
の
支
援
＝
担
保
の
有

（１）

無
や
過
去
の
勤
務
経
験
な
ど
形
式
的
な
要
件
に
依
存
せ
ず
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事
業
計
画
）

が
的
確
で
あ
れ
ば
担
保
や
保
証

人
を
と
ら
ず
、本
人
保
証
も
な
し

で
融
資
す
る
新
創
業
融
資
制
度

の
普
及
と
利
用
拡
大　

創
業
の

（２）

た
め
の
人
材
育
成
支
援
の
拡
充

　
【
中
小
企
業
の
経
営
革
新
へ
の

支
援
】　

経
営
革
新
企
業
に
対
す
る
支
援
（
テ
ー
マ
ご
と
の

（１）

少
人
数
に
よ
る
経
営
革
新
講
座
の
実
施
等
）

　
【
中
小
小
売
商
業
対
策
】　

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し

（１）

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
置

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
中
小
企
業
者
に
と
っ
て
、
未
来

へ
の
展
望
が
開
け
る
以
上
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

連
鎖
破
綻
回
避
策

資
金
調
達
を
多
様
化

�
…『
�

』（
平
成　

年 
4
月
〜　

月
）
開
催
中
・
中
山
道
沿
線
地
域
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施

14

11

組
合
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ「
企
業
組
合
巣
南
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」　

３

付
知
峡
ひ
の
き
建
築　
『
大
工
体
験
セ
ミ
ナ
ー
』、県
印
章
業　
『
印
章
供
養
』案
内
ほ
か　

２

（協）

（協）

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）　

４　

六
月
の
景
況
調
査　

５

　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所
・
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内　

６

（財）
21

事
務
局
だ
よ
り（
中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校『
岐
阜
教
室
』参
加
者
募
集
ほ
か
）　

７
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県内中小企業主要業種の景気動向
（６月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

６月景況調査

行
き
は
楽
観
で
き
な

い
状
況
。業
界
か
ら
は

倒
産
・
廃
業
を
危
惧

す
る
声
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。

　

収
益
動
向
は
、
低

価
格
等
の
影
響
が
大

景
気
底
這
い
・
不
透
明

倒
産
・
廃
業
の
懸
念
増
す

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
六
月
の
特
色
』と『
主
な
業
種

の
業
況
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
六
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
気
底
這
い
状
態
・
依

然
先
行
き
不
透
明
②
収
益
依
然
低
迷
―
と

な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

５２

前
月
と
同
数
値
の
横
這
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る

が
、依
然
と
し
て
大
き
な
悪
化
傾
向
で
あ
る
。

　

需
要
不
足
に
よ
る
企
業
間
競
争
の
激
化
、

景
況
の
先
行
き
不
安
、個
人
消
費
の
低
迷
等
、

厳
し
い
経
済
環
境
は
変
わ
ら
ず
、
景
気
の
先

き
く
、
売
上
増
加
業
種
に
お
い
て
も
収
益
改
善
は

見
ら
れ
な
い
業
種
が
多
く
、収
益
改
善
が
容
易
で
は

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

〔
主
な
業
種
の
業
況
〕【
食
料
品
】米
菓
で
売
上
増
、

味
噌
・
醤
油
、製
麺
で
減
少
、そ
の
他
は
低
調
横
這
い
。

【
繊
維
・
同
製
品
】
ア
パ
レ
ル
関
連
は
夏
物
衣
料
が

低
調
。

【
木
材
・
木
製
品
】低
調
横
這
い
の
集
成
材
を
除
き
、

全
般
に
売
上
は
減
少
傾
向
。

【
機
械
・
金
属
】機
械
・
工
具
販
売
、輸
送
用
機
器

は
増
加
傾
向
。Ｉ
Ｔ
関
連
に
需
要
回
復
の
兆
し
。

【
小
売
業
】ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
効
果
の
出
た
家
電
機
器

販
売
だ
け
が
順
調
。

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲○△▲▲○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△▲タ イ ル
▲△△▲▲▲窯 業 原 料
▲▲▲▲▲▲耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲○石　 　 灰
△△△△△▲生　 コ　 ン
△△△△△△砂 利 生 産
△△△△△○砕 石 生 産
△△△△▲△鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△▲▲△△刃物等金属製品 （内需） 
▲△▲▲▲▲メ　 ッ　 キ
▲▲△▲△△県 金 属 工 業 団 地
△○△△△△可 児 工 業 団 地
▲▲▲△△△金　 　 型
▲▲△▲▲○機械工具・工作機械
△▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
△△▲△△○輸 送 機 器
△△△○△○各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
▲△△▲△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△▲△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲△▲陶　 磁　 器
△△△△△△青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
○△△△△○家 電 機 器 販 売
▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△▲味 噌 ・ 醤 油
△△▲△△△豆 腐 製 造
△▲△△△△食 肉 （ 国 産 ）
△△△△△△菓　 　 子
○○△△△○米　 　 菓
▲▲▲▲▲△酒　 　 造
▲△▲▲△▲製 麺
▲▲▲▲△▲撚　 糸
▲▲△▲△▲ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
△△△▲△△合 成 繊 維 織 物
▲△▲▲△▲ニ ッ ト 雑 貨
▲△△▲▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲△▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
▲▲▲▲▲▲製　 　 材
▲▲▲▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲▲▲△▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
▲△△▲▲△特　 殊　 紙
▲▲△▲△▲紙　 加　 工
△△▲▲▲△印　 　 刷
△▲△○▲○プ ラ ス チ ッ ク
▲▲▲▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲△▲▲▲共 同 店 舗
▲△▲▲△▲生 花 販 売
△▲△▲△▲岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
△▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
▲△△△▲△恵 那 市 商 店 街
▲△△▲△▲高 山 市 商 店 街
△▲△△△▲車 体 整 備
△△▲△▲▲タ イ ヤ 整 備
▲▲▲▲△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
△▲△△△△ク リ ー ニ ン グ
▲△△▲▲▲広 告 美 術
▲▲△▲▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
△▲△△▲△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲△△△土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲△△土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲▲▲▲鋼 構 造 物
▲△△△△▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△▲建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
▲▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲○▲▲△▲軽 運 送

�
…
控
え
め
な
エ
ア
コ
ン
使
用
な
ど
、夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
ご
協
力
を　
【
中
部
経
済
産
業
局
】
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

アメリカ人の職業観

岐阜県ウエストバージニア州駐在員　酒井　弘貴

◆高水準で推移する失業率
　米国労働省が毎月発表する雇用統計によると、全
米の失業率は今年４月の６％という今年度のワース
ト記録を更新して以来、７月まで横ばいが続き依然
として高水準が続いている。サービス業を中心に就
業者数は改善が続いているものの、長期失業者が全
体的に増加し、失業率が高水準にとどまっているこ
とから、景気回復の先行きに対する慎重な見方が強
まる公算が大きくなっている。
　全般的に、米国企業の多くは収益の低迷を背景に
雇用の拡大に対して慎重な姿勢を崩しておらず、こ
の傾向は個人消費への影響が大きいだけに、今後の
景気回復の長期化が懸念されている。もっとも深刻
なのが製造業で、就業者数が電機・産業機械業では
数ヶ月連続でマイナス成長が続き、多くの人々が新
たな職探しを余儀なくされている。
◆「積極的な転職」に変化の兆し
　一般的にこのような状況であっても、アメリカ人
は転職することに、それほど抵抗がないといわれて
いる。つまり、日本人ほどそれを消極的に捕らえて
いない。彼らは、自分自身のキャリアアップのため
に、また、より良い条件を提供してくれる会社へは
進んで自身を売り込み、生涯で平均５回転職すると
まで言われている。
　日本では、ある程度の年齢を超えると条件が悪く
なり再就職ができにくい環境になっているが、米国
では、経歴があれば年齢はそれほど関係なく、たと
え会社が倒産しても、大学等にもどってまた勉強し、
さらに自身に磨きをかけたり、すぐに別の会社に就
職できるシステムが整っている。しかしながら、最
近はこの傾向に少しずつ変化が見られるようである。
◆“転職”から“定職”志向へ
　　～不安定な経済社会に不安感～
　地元紙によると、ある大学が行った「今、一番不

安なこと」の調査結果で、
多くのアメリカ人は、将
来のことに不安を抱えて
おり、例えば「会社が倒
産したら、これからの時
代では転職先もみつかる
とは限らない。」と悲観
的に考え、家族をどう
やって養っていくかとい
うことを危惧しているよ
うである。これは、９・１１テロの後で心理的な要因
やテロリスト問題などの先行き不透明さもある程度
影響していると思われるが、職業に関しては、でき
れば定年まで同じ会社で働き、その後も平穏な生活
を送りたいという「安定志向」のアメリカ人が増え
てきているのも事実のようである。
◆州政府職員への志望者が増加
　　～狭き門への挑戦～
　日本では「安定した職業」と言えば、まず公務員
があげられるだろう。景気に左右されることがなく
また、一定の収入を得ることができるため、最近の
不況下の中、新卒者・民間企業からの転職者も含め
公務員志望者が増加していると聞いているが、アメ
リカでもその傾向に近づいているようである。ウエ
ストバージニア州政府人事担当者によると、州政府
職員試験の倍率が近年、少しずつ高くなっている。
　岐阜県職員をはじめ、ほとんどの地方自治体や国
の機関は公務員になるために、２９歳未満など年齢
制限を設けているが、この州の場合はむしろ、それ
までの経験を重視しているため、資格要件さえ満た
せば、年齢の上限もない。また、採用試験も日本の
ように年に１回の統一試験ではなく、平日なら毎日
筆記試験を受けることができ、何度でも挑戦できる
システムになっている。また、外国人にも採用され
るチャンスがあり、そのような好条件が、人気に拍
車を掛けているのかもしれない。ただし、実際に採
用されるのは、志願者の１０％の狭き門ということ
であるが・・・。
◆安定志向は続くか？
　州人事課によると、州政府職員の多くは転職を望
まず、このままこの職場で定年を迎えたいと考えて
いるようである。失敗を恐れず、何事にも挑戦して
いくアメリカ人も、このまま失業率の高水準が続け
ば、この「安定志向」傾向はしばらく続くかもしれ
ない。州政府庁舎。就職先として人気が高まっている。
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付
知
峡
ひ
の
き
建
築
協
同
組
合

（
早
川
貴
典
理
事
長
）
と
付
知
町
は
、

八
月
五
日
か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
、

『
付
知
峡
ひ
の
き
の
家
体
験
セ
ミ

ナ
ー
』
を
町
内
で
開
催
し
た
。
木
造

住
宅
建
築
の
技
術
者
・
後
継
者
育
成

と
付
知
産
の
木
造
住
宅
の
Ｐ
Ｒ
が
目

的
で
、
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
た
。

　

県
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
大
工

志
望
者
五
十
五
人
の
中
か
ら
、
県
内

や
愛
知
、
千
葉
、
広
島
な
ど
の
二
十

二
人
が
選
ば
れ
、
年
齢
層
は
中
学
三

年
生
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
と
幅
広
い
。

職
業
も
様
々
で
女
性
も
八
人
い
た
。

　

開
講
初
日
は
町
内
の
ひ
の
き
製
材

工
場
、
産
直
モ
デ
ル
住
宅
等
を
見
学
。

二
日
目
か
ら
は
大
工
道
具
の
使
い
方

を
習
い
、
三
日
間
で
簡
易
木
造
住
宅

の
建
築
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。　

　

三
日
間
の
建
築
実
習
で
は
、
同
組

合
の
組
合
員
で
あ
る
大
工
の
指
導
に

よ
り
、
二
班
に
分
か
れ
組
合
の
倉
庫

と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
棟
の
建

て
前
を
行
っ
た
。関
係
者
は「
過
去
の

セ
ミ
ナ
ー
で
付
知
町
の
大
工
に
な
っ

た
受
講
生
も
数
名
い
ま
す
。
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
も
付
知
の
大
工
が
生

ま
れ
れ
ば
」
と
、
受
講
生
ら
が
道
具

を
振
る
い
、
真
剣
に
取
り
組
む
様
子

を
見
な
が
ら
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

　

岐
阜
県
印
章
業
協
同
組
合
（
村
瀬

健
理
事
長
）
は
、
不
要
と
な
っ
た
印

鑑
の
供
養
を
行
う
「
印
章
供
養
」
を

九
月
二
十
九
日
（
日
）
に
岐
阜
市
の

岩
戸
公
園
で
行
う
。
組
合
事
業
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
十
月
一
日
の
「
印

章
の
日
」
に
ち
な
ん
で
行
っ
て
き
た
。

　

今
ま
で
は
同
組
合
の
組
合
員
が
、

欠
け
た
り
使
い
終
わ
っ
て
不
要
と

な
っ
た
印
鑑
等
を
回
収
し
供
養
を

行
っ
て
い
た
が
、
今
回
か
ら
は
九
月

の
最
終
日
曜
日
に
行
う
こ
と
で
、
一

般
の
方
も
供
養
に
参
加
で
き
る
こ
と

と
し
た
。

　

村
瀬
理
事
長
は
、「
日
常
生
活
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
印
鑑
は
、

ど
ん
な
も
の
で
も
永
く
大
切
に
使
う

も
の
。手
彫
り
の
印
鑑
で
あ
れ
ば
、よ

り
愛
着
も
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ま

納
入
業
者
二
十
五
社
が
、
今
年
の
秋

の
収
穫
に
向
け
た
最
新
の
農
機
具
や

備
品
等
の
展
示
・
販
売
を
行
い
、納
入

業
者
と
組
合
員
と
の
交
流
を
目
的
に

開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
五
回
目
。草

刈
用
チ
ッ
プ
ソ
ー
や
も
み
す
り
機
、
野

菜
運
搬
車
、玄
米
保
冷
機
、機
械
用
オ

イ
ル
な
ど
、
農
業
に
携
わ
る
一
般
来

場
者
や
組
合
員
ら
が
大
勢
来
場
し
た
。

る
も
の
で
、
自
治
体
と
一
体
で
の
整

備
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

組
合
員
か
ら
排
出
さ
れ
る
お
が
く

ず
や
端
材
、家
屋
解
体
の
廃
材
な
ど

を
燃
料
と
し
て
発
電
し
、組
合
が
運

営
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
電
力
と

し
て
利
用
す
る
。組
合
で
は「
廃
材
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
組
合
員
の
廃
材
処

理
の
効
率
化
に
役
立
つ
」と
し
て
い
る
。

�
�
�
��

�
�
�
�
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東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通　
（協）
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9 月 29 日
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県
印
章
業　
（協）

　

岐
阜
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合

（
岡
野
武
雄
理
事
長
）
は
、
農
機
具

等
を
展
示
・
販
売
す
る
『
秋
物
商
品

展
示
即
売
会
』
を
七
月
二
十
三
日
に

岐
阜
産
業
会
館
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
展
示
即
売
会
は
、
県
内
外
の

　

東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同
組
合

（
洞
之
口
武
儀
理
事
長
）
は
、
国
、

県
、
白
川
町
の
補
助
を
受
け
て
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

発
電
プ
ラ
ン
ト
」
を
今
年
度
末
ま
で

に
整
備
す
る
。

　

こ
の
発
電
プ
ラ
ン
ト
は
、
林
野
庁

の
『
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
事
業
』
と
し
て
実
施
さ
れ

高速道路料金は、�
便利でお得な別納カード�
のご利用を…�

協同組合 岐阜県高速道路利用センター�
〒500-8227  岐阜市北一色１丁目20番11号（佐藤商店ビル2F）�
TEL（058）247-2818  TEL（058）246-5981　FAX（058）247-2818　�

お問い合せは�

現金�
不要�

料金�
割引�

料金一括�
翌々月�
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で
使
っ
て
き
て
不
要
と
な
っ
た
印
鑑

に
感
謝
の
意
を
込
め
て
供
養
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
、
手
彫
り
の
印
鑑

の
良
さ
・
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

供
養
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
岐
阜
県
印
章

業
協
同
組
合
・
�
〇
五
八
（
二
四
五
）

七
八
九
七
（
村
瀬
印
舗
）
又
は
、
最

寄
り
の
組
合
加
盟
店
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

県
農
業
機
械
商
業　
（協）



注目の介護福祉施設
���������	
������������

��������������	���������	�

������������	
����������

����������	
�������������

�������������������	
���

���������	
������������

����������	
�����������

���������	
�����
������

���������	
�

���������	
������������

���������	
��������	���

���������	
����
���������

����������	
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地 域 社 会 福 祉 に 貢 献
企業組合 巣南グループホーム

組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククク
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
プププププププププププププププププププププププププププププププププ

▲６畳の居室を６室用意。洋室（左）と和室（右）。

▲手すりが付き、段差のないバリアフリー設計。 ≪組合データ≫
○所在地：〒５０１－０３２２

岐阜県本巣郡巣南町古橋１３５７番地の１
○ＴＥＬ：０５８（３２８）６２０１
○ＦＡＸ：０５８（３２８）６２０１
○代表理事：山田弘之
○組合員：７人
○出資金：１８０万円
○設立：平成１４年２月２１日

   ▲木造平屋建ての建物。右側が居室部分。



『仕事と家庭を考える雇用管理セミナー』ご案内
～１０月は「第８回 仕事と家庭を考える月間」です。～

�����������	
��������
�������	���������� !"#$%&�

���������	
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【目　　的】育児・介護休業制度等の定着促進及び育児・介護雇用安定助成金をはじめとする両立支援事業の
周知と活用の促進を図る。

【開催日時】１０月１６日（水）、１３時３０分～１６時
【開催場所】「ウェルサンピア岐阜」１階　乗鞍（岐阜市市橋２－１－２２）
【参加対象】事業主、企業人事労務担当者及び職業家庭両立推進者、一般男女等
【内　　容】（１）ファミリー・フレンドリー企業表彰

（２）改正育児・介護休業法の説明
（３）事例発表
（４）基調講演　　テーマ：「改正育児・介護休業法と企業の取り組み」

講　師：社団法人日本経済団体連合会労働政策本部 　布山祐子氏
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お申込み・お問い合わせは・・・

　　　財団法人 21世紀職業財団岐阜事務所

〒５００－８８４２　岐阜市金町４－３０　明治生命岐阜金町ビル７階

TEL ０５８（２６６）５０３３、FAX ０５８（２６６）５０３１



�
…『
高
齢
者
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー
』開
催
。「
高
年
齢
者
雇
用
の
現
段
階
と
こ
れ
か
ら
の
雇
用
管
理
」９
月
３
日（
火
）・

　

時　

分
〜　

時　

分
、ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
・
乗
鞍
の
間

13

30

15

30

　

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
で
は
、

平
成　

年
度
移
動
コ
ー
ス
『
岐
阜
教

14

室
』
を
、
岐
阜
市
の
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
に
て
開
催
し
ま
す
。

【
研
修
テ
ー
マ
】『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
〜
強
い

リ
ー
ダ
ー
が
成
長
・
発
展
の
決
め
手

〜【
ね
ら
い
】
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
や
そ
の
発
揮
の
仕
方
、
そ
の
た

め
に
欠
か
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
、
自
己
分
析

や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
演
習
を
通
し
て
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
コ
ー
ス
の
特
色
は
、
①
今
の
自

分
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
現
状
が
把

握
で
き
ま
す
。
②
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
本
質
が
学
べ
、
各
自
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
指
針
が
得
ら
れ
ま
す
。
③

良
い
人
間
関
係
の
基
本
原
則
が
学
べ

ま
す
。
④
講
義
中
心
の
研
修
で
な
く

体
験
学
習
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

【
講
師
】　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
開

（株）

発
セ
ン
タ
ー　

代
表
取
締
役　

多
田

徹
佑　

氏

【
内
容
】
①
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
②
今
の
自
分
を

知
る
③
自
分
の
行
動
傾
向
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
④
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
対
象
業
種
】
全
業
種

【
主
な
対
象
者
】
経
営
者
、
役
員
、

管
理
者
、
リ
ー
ダ
ー

【
研
修
期
間
】
平
成　

年　

月　

日

14

11

27

　

〜　

日　

（水）

28

（木）

【
研
修
会
場
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

三
階
・
三
〇
一
中
会
議
室

【
受
講
料
】
二
万
二
千
円
（
税
込
み
）

【
申
込
締
切
日
】
平
成　

年　

月　

14

10

16

日　
（水）

　

※
先
着
順
で
定
員
（
五
〇
名
）
に

な
り
次
第
、
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】
中

小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校　

研
修
課

〒
四
八
九
‐
〇
〇
〇
一　

愛
知
県
瀬

戸
市
川
平
町　

番
地
、
�
・
〇
五
六

７９

　

七
月
十
日
に
か
け
て
西
濃
方
面
を

中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
商
工
業
関
係
及

び
観
光
施
設
等
の
被
害
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
岐
阜
県
で
は
、
七
月
十
二

日
か
ら
県
農
林
商
工
部
経
営
支
援
室

内
（
本
庁
十
階
）
及
び
各
地
域
農
林

商
工
事
務
所
産
業
労
働
課
内
に
「
平

成　

年
台
風
第
６
号
豪
雨
災
害
被
災

14
中
小
企
業
者
の
融
資
等
相
談
窓
口
」

（
全
国
中
央
会
）

　

日　

中
部
経
済
産
業
局
管
内
管
公

18
需
適
格
組
合
連
絡
協
議
会
（
愛
知

県
）

　

日　

第
２
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

22

　

日　

岐
阜
県
農
業
機
械
商
業　

23

（協）

『
秋
物
商
品
展
示
即
売
会
』（
岐
阜

産
業
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
高
等
学
校
就
職
問
題

24
検
討
会
議
（
岐
阜
労
働
局
）

　

〜　

日　

都
道
府
県
中
央
会
指
導

24

25
員
等
講
習
会
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

組
合
等
活
性
化
情
報
編
集
委

25
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

中
国
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
（
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議

29
会
・
岐
阜
地
方
最
低
賃
金
専
門
部

会
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

「
台
風
第
６
号
豪
雨
災
害
」に
係
る

相
談
窓
口
・
融
資
制
度

研
修『
岐
阜
教
室
』参
加
者
募
集

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
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〈
七
月
中
〉

４
〜
５
日　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
局
代
表
者
会
議
（
石
川
県
）

５
日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
・
女
性
経
営
者
懇
談
会
（
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

第
１
回
岐
阜
地
方
最
低
賃
金

11
専
門
部
会
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

青
年
中
央
会　

第
４
回
役
員

12
会
・
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
）

　

日　

共
同
店
舗
運
営
研
修
全
国
大

16
会
（
下
呂
町
）

　

日　

組
織
化
指
導
中
央
研
究
会

17

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
災
害
復
旧
に
向

け
て
の
中
小
企
業
者
等
の
資
金
需
要

に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
融
資
制
度

が
利
用
で
き
ま
す
。

「
台
風
第
６
号
豪
雨
災
害
復
旧
融

資
」（
災
害
復
旧
資
金
）：

融
資
枠
十

億
円

　
《
対
象
要
件
》
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
も
の
。

　

①
災
害
に
よ
り
直
接
に
被
害
を
受

岐
阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
会
（
V

R
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
）

　
　

研
修
生
受
入
組
合
運
営
研
修
会

（
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
）

け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
事
業
所
の
所

在
す
る
市
町
村
長
の
罹
災
証
明
を
受

け
て
い
る
も
の

　

②
災
害
に
よ
る
被
害
額
（
見
込
み

を
含
む
）
が
直
近
の
決
算
の
売
上
高

の　

％
以
上
と
な
る
も
の

１０
《
融
資
条
件
》

【
融
資
限
度
額
】
八
、
〇
〇
〇
万
円

【
償
還
期
間
】運
転
資
金：

七
年（
据

置
一
年
）
以
内
、
設
備
資
金：

十
年

（
据
置
一
年
）
以
内

【
融
資
利
率
】
年
〇
・
八
％

【
信
用
保
証
料
】
免
除

【
お
問
い
合
わ
せ
】
県
農
林
商
工
部

経
営
支
援
室
資
金
融
資
グ
ル
ー
プ
・

�
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一
一
、

内
線
三
〇
七
六

一
（
四
八
）
三
四
〇
〇
、
F
A
X
・

〇
五
六
一
（
四
八
）
二
二
二
四

U
R
L　

http://w
w
w
.inst.jasm

e

c.go.jp/seto/


